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解説

平成２８年度決算内容の解説は、「広報ひ
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(注)金額は、各欄ごとに1万円未満を四捨五入しているため、合
計が合わない場合があります。

※無会派議員の賛否表明…賛成１人・反対１人

平成28年度

決  算  額
歳入  1,196億3,762万円（前年度比 0.7％増）

歳出  1,175億   140万円（前年度比 1.2％増）

659億7,855万円

636億8,522万円

536億5,907万円

538億1,618万円

195億   493万円

193億5,745万円

42億1,238万円

39億9,047万円

47億6,672万円

46億7,570万円

123億1,436万円

121億   101万円

  38億5,738万円

37億8,652万円

90億   329万円

99億   504万円

2.9％増

4.0％増

1.9％減

2.0％減

3.5％減

3.5％減

14.5％減

14.8％減

8.2％減

8.1％減

4.5％増

2.7％増

2.1％増

0.6％増

2.3％増

3.7％増

会　計　別

一　般　会　計

特　別　会　計

国 民 健 康 保 険

土地区画整理事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

市 立 病 院 事 業

前年度比歳　　入
歳　　出

一般会計決算の認定に賛成か、
反対か  ～各会派の総括意見（要旨）

意
見

①
待
機
児
童
と
大
規
模

学
童
の
解
消
②
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
の
耐
震

診
断
実
施
と
早
急
な
改

善
③
学
校
ト
イ
レ
改
修

の
推
進
④
公
園
遊
具
の

更
新
・
修
繕
の
実
施
⑤

道
路
舗
装
補
修
計
画
の

期
間
短
縮
⑥
ミ
ニ
バ
ス

・
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
へ

の
市
民
要
望
の
反
映
⑦

学
校
図
書
館
へ
の
専
任

の
司
書
の
配
置
⑧
南
平

体
育
館
の
建
て
替
え
時

期
の
再
検
討
⑨
官
製
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
解
消
。

交
換
の
場
」
と
目
的
を

す
り
替
え
て
、
形
だ
け

の
地
元
協
議
会
を
立
ち

上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
市
民
と
共
に
計
画

を
一
か
ら
考
え
直
す
た

め
、
計
画
の
白
紙
撤
回

を
改
め
て
求
め
ま
す
。

　次
に
、
決
算
審
査
の

中
で
取
り
上
げ
た
問
題

９
点
に
つ
い
て
改
善
・

改
革
を
提
案
し
ま
す
。

民
の
暮
ら
し
・
福
祉
を

増
進
さ
せ
る
た
め
、
是

正
を
求
め
ま
す
。

　第
２
の
理
由
は
、
可

燃
ご
み
処
理
の
広
域
化

を
巡
っ
て
、
強
引
な
市

政
運
営
が
続
い
て
い
る

こ
と
で
す
。
搬
入
路
の

建
設
で
は
、
工
事
車
両

を
通
す
た
め
の
道
路
工

事
を
強
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
報
告
と
意
見

　決
算
不
認
定
の
理
由

を
２
点
述
べ
ま
す
。

　第
１
の
理
由
は
、
過

去
３
番
目
に
高
い
23
億

円
の
剰
余
金
を
生
み
出

し
た
市
の
お
金
の
使
い

方
に
あ
り
ま
す
。
当
会

派
は
、
施
設
の
改
修
、

耐
震
化
な
ど
の
早
期
実

施
と
計
画
の
前
倒
し
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
待
機
児
童
の
解
消

も
一
向
に
進
ん
で
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
多

額
の
予
算
の
使
い
残
し

を
生
ん
で
い
ま
す
。
市

担
の
軽
減
や
電
気
料
の

削
減
に
期
待
⑥
地
域
の

交
流
の
場
と
し
て
、
空

き
家
の
更
な
る
活
用
を

⑦
補
助
金
を
活
用
し
な

が
ら
の
河
川
敷
へ
の
ト

イ
レ
整
備
を
評
価
⑧
七

生
緑
小
合
唱
団
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
５
連
覇
へ
向
け
、

市
と
し
て
も
支
援
を
⑨

市
民
プ
ー
ル
整
備
に
関

し
て
、
周
辺
の
活
用
や

自
主
事
業
の
強
化
を
⑩

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

の
着
実
な
実
行
を
。

試
験
の
見
直
し
の
結
果
、

職
員
自
ら
に
よ
る
業
務

の
遂
行
が
見
ら
れ
た
こ

と
を
評
価
③
キ
ャ
ン
プ

事
業
な
ど
、
児
童
館
で

の
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
に
関
す
る
事
業
を

評
価
④
市
の
魅
力
発
信

の
場
と
し
て
浅
川
ア
ユ

ま
つ
り
の
更
な
る
充
実

を
⑤
市
内
街
路
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
環
境
負

29
年
度
か
ら
の
第
５
次

行
財
政
改
革
を
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
く
こ
と

を
求
め
ま
す
。

　次
に
、
特
筆
す
べ
き

経
費
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
ま
す
。
①
姉
妹
都

市
締
結
し
た
紫
波
町
と

更
な
る
都
市
間
交
流
を

進
め
、
相
互
の
商
業
・

観
光
振
興
に
繋
げ
る
こ

と
を
期
待
②
職
員
採
用

　市
財
政
の
根
幹
で
あ

る
税
収
に
つ
い
て
は
、

個
人
市
民
税
が
増
加
し

た
一
方
で
、
法
人
市
民

税
や
各
種
交
付
金
の
減

少
に
よ
り
、
前
年
度
比

１
・
３
％
の
減
収
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
経

常
収
支
比
率
は
前
年
度

か
ら
２
・
１
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し
、
歳
入
の
確
保

と
歳
出
削
減
へ
の
更
な

る
努
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
多
岐
に
わ
た
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
も
、
平
成

担
う
南
平
体
育
館
の
建

て
替
え
は
、
し
っ
か
り

と
計
画
に
則
っ
た
推
進

を
⑧
日
野
市
初
の
国
登

録
有
形
文
化
財
「
桑
ハ

ウ
ス
」
の
保
存
活
用
へ

向
け
、
市
民
と
協
働
を
。

　国
・
都
補
助
金
の
獲

得
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
導
入
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
制
度
活

用
で
歳
入
を
図
る
な
ど

第
５
次
行
財
政
改
革
の

着
実
な
実
行
に
よ
る
、

更
な
る
福
祉
向
上
施
策

に
期
待
し
ま
す
。

時
間
の
拡
大
と
延
長
育

成
の
通
年
実
施
の
た
め

の
準
備
を
④
か
し
の
き

シ
ー
ト
運
用
に
よ
る
子

育
て
支
援
の
進
展
を
評

価
⑤
新
可
燃
ご
み
処
理

施
設
の
操
業
開
始
に
向

け
円
滑
な
事
業
の
推
進

を
⑥
ミ
ニ
バ
ス
の
利
便

性
向
上
を
評
価
。
今
後

さ
ら
な
る
拡
充
を
⑦
南

部
地
域
の
防
災
機
能
を

い
。
ま
た
、
自
然
災
害

へ
の
備
え
や
税
収
の
落

ち
込
み
な
ど
に
対
応
出

来
る
よ
う
、
財
政
調
整

基
金
を
積
み
立
て
て
い

く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　主
要
な
施
策
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
ま
す
。

①
市
民
税
の
高
い
徴
収

率
を
評
価
②
学
校
施
設

整
備
の
着
実
な
実
施
を

③
学
童
ク
ラ
ブ
の
育
成

　平
成
28
年
度
は
国
内

景
気
に
改
善
が
見
ら
れ

た
一
方
で
、
将
来
不
安

に
よ
る
個
人
消
費
の
慎

重
化
で
需
要
に
力
強
さ

を
欠
く
状
況
下
、
市
と

し
て
は
、
経
済
情
勢
を

注
意
深
く
見
守
り
つ
つ
、

将
来
リ
ス
ク
へ
の
迅
速

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
将
来
世
代
に
負
担

を
先
送
り
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
経
常
収
支

比
率
を
適
正
水
準
へ
押

し
上
げ
る
べ
く
一
層
の

努
力
を
重
ね
て
く
だ
さ

経
費
削
減
に
繋
げ
ら
れ

た
こ
と
を
評
価
⑨
空
き

家
対
策
で
は
条
例
の
制

定
を
評
価
。
今
後
の
運

用
に
期
待
⑩
公
営
住
宅

や
橋
の
耐
震
・
長
寿
命

化
は
喫
緊
の
課
題
。
設

計
・
工
事
の
進
展
を
評

価
⑪
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓

練
な
ど
ミ
サ
イ
ル
発
射

へ
の
準
備
を
⑫
発
達
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

相
談
体
制
の
更
な
る
充

実
を
⑬
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
全

中
学
校
へ
の
配
置
を
。

用
の
検
討
を
④
子
ど
も

支
援
ワ
ー
カ
ー
の
増
員

を
評
価
⑤
さ
わ
や
か
健

康
体
操
事
業
会
場
の
増

設
を
⑥
多
摩
平
の
森
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｐ
l

a
n
T
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ

活
動
を
⑦
外
国
人
向
け

の
観
光
パ
ン
フ
の
作
成

や
翻
訳
ア
プ
リ
の
活
用

を
評
価
⑧
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路

灯
導
入
に
よ
り
大
き
な

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
事
業

を
推
進
し
30
年
度
ま
で

に
市
内
全
駅
へ
の
設
置

を
要
望
②
学
習
等
支
援

事
業
「
ほ
っ
と
も
」
を

２
カ
所
増
設
し
た
こ
と

を
評
価
。
今
後
さ
ら
に

拡
充
を
③
駅
前
ミ
ニ
子

育
て
支
援
施
設
「
モ
グ

モ
グ
」
は
、
国
の
補
助

金
を
活
用
し
、
土
曜
・

日
曜
日
及
び
夜
間
の
運

　平
成
28
年
度
決
算
で

は
歳
入
・
歳
出
と
も
に

前
年
と
比
べ
増
額
し
ま

し
た
。
形
式
収
支
は
約

22
億
９
千
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
人
口
減
少
・
高

齢
化
、
税
収
減
少
、
社

会
保
障
費
の
増
大
、
施

設
の
老
朽
化
な
ど
財
政

状
況
が
一
層
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
主
な

項
目
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
ま
す
。
①
街
路
防

困
対
策
が
動
き
始
め
た

こ
と
を
評
価
⑥
家
事
支

援
・
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

の
登
録
制
度
や
費
用
補

助
の
充
実
を
⑦
市
内
で

の
出
産
に
関
し
て
早
急

な
対
策
を
⑧
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
の
軽
量
化
な
ど
早

急
な
対
策
を
⑨
ス
ー
パ

ー
ひ
の
っ
ち
の
全
校
展

開
を
⑩
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

子
ど
も
が
直
接
参
加
出

来
る
よ
う
な
施
策
を
⑪

南
平
体
育
館
整
備
事
業

へ
市
民
要
望
の
反
映
を
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
一

定
の
基
金
の
積
み
立
て

を
行
う
べ
き
②
市
税
の

高
い
徴
収
率
を
評
価
③

歳
入
増
に
向
け
て
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
の

新
し
い
創
造
性
を
④
第

５
次
行
財
政
改
革
事
業

は
、
目
標
と
最
終
到
達

点
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
重
要
⑤
子
ど
も
の
貧

増
加
が
続
い
て
い
る
の

が
日
野
市
の
全
体
像
で

あ
り
、
多
額
の
予
算
を

必
要
と
す
る
事
業
の
課

題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
述
べ
る
具
体

的
な
課
題
や
要
望
に
つ

い
て
は
、
次
の
予
算
編

成
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
歳
入
決
算
額
は
減
と

な
っ
た
が
、
安
定
し
た

　市
民
が
平
等
に
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て
い

る
か
／
少
な
い
予
算
で

高
い
効
果
が
出
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
る
か
／

目
標
に
対
し
、
チ
ェ
ッ

ク
や
ア
ク
シ
ョ
ン
が
確

実
に
実
施
さ
れ
て
い
る

か
。
当
会
派
は
、
こ
こ

に
注
目
し
て
審
査
に
臨

み
、
決
算
を
認
定
す
べ

き
と
の
結
論
に
至
り
ま

し
た
。

　市
財
政
の
根
幹
と
な

る
市
税
収
入
が
伸
び
悩

む
中
、
社
会
保
障
費
の

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

予
算
の
使
い
残
し
を
減
ら
し
て

課
題
の
早
期
解
決
を

第
５
次
行
財
政
改
革
の
推
進
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
充
実
を

自
民
党
新
政
会

自
由
民
主
党
日
野
市
議
団

適
正
な
予
算
執
行
で
将
来
の

リ
ス
ク
へ
の
備
え
を

将
来
を
見
据
え
た
慎
重
な

財
政
運
営
を

公

　明

　党

 

市
民
ク
ラ
ブ 

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」
の
活
用
を

日
常
業
務
の
習
慣
に

予算は正しく使われたのか？  成果をあげられたのか？予算は正しく使われたのか？  成果をあげられたのか？

決算を審査
　　 決算の審査とは　予算が収入と支出の見積もり

であるのに対し、決算は収入・支出の結果です。決算

の審査とは、予算がどのように使われ、いかに成果を

上げたのかを議会が市民の立場に立って審査すること

です。

賛 成賛 成賛 成賛 成 反 対

歳 入 全 般
①基金繰入金に対する市の考えを問う。
②ふるさと納税の状況と財源の使い道を

問う。 
③個人市民税の実績と市民生活は、どの

ようになっているか。
④税収が厳しい中、平成28年度はどのよ

うな取り組みをしたか。

民 生 費

質
疑

①高齢者運転免許自主返納制度の変更
内容について問う。

②児童健全育成経費、キャンプの利用者
数について問う。

③高齢者公営住宅事業経費、シルバーピ
ア管理人の状況について問う。

④施設予約システムについて、台帳方式
とオンライン方式の併用についての検
討はあったのか？

⑤民生委員の改選について問う。
⑥児童扶養手当の現況届の相談対応に

ついて問う。
⑦産前産後ケアの支援について問う。
⑧生活困窮者自立相談支援業務について、

予算削減の根拠を問う。

質
疑

教育費・公債費・諸支出金・予備費
①学童クラブの法的根拠、位置づけ、目

的について問う。
②被災地に学ぶプロジェクト経費につい

て市の見解を問う。
③平成28年度の特別展の概要に関して

問う。
④学校トイレについて、平成28年12月の

補正予算の内容について問う。
⑤奨学金支給事業経費において、アンケ

ート調査の中身を問う。
⑥市民プール整備経費における修繕の内

容を問う。
⑦中央図書館空調機更新修繕の内容を

問う。
⑧日野宿発見隊事業の平成28年度の事

業内容を市としてどのようにとらえてい
るか問う。

⑨発達障害早期支援研究事業の内容を
問う。

議会費・総務費

質
疑

①戦争の記憶の伝承など、学校教育、社
会教育の中での考えを問う。

②街頭防犯カメラについて、今後の駅へ
の設置予定を問う。

③職員採用の現状について問う。
④発信力向上としてスマートフォンアプリ

を活用した取り組みについて問う。
⑤５次行革との関係、市民への負担増、

歳出削減と歳入増を全般に考えると基
金をこれほど積み立てる必要があるの
か問う。

⑥情報化推進技術支援業務ほか、技術支
援の委託内容、項目、成果のチェック
が市で出来るのか問う。

質
疑

農業費・商工費・土木費・消防費
①空き家対策経費についてどのような事

例があったのか問う。
②道路舗装補修計画について、平成28

年度の進ちょく状況を距離と金額で示
してほしい。

③日野宿交流館の平成28年度の整備状
況について問う。

④買い物弱者支援の進ちょく状況につい
て問う。

⑤多摩平の森産業連携センターの平成
28年度の管理・運用状況について問
う。

⑥TOYODA BEERを地元で作った大麦
で生産を目標としていたが、平成28
年度の状況と現在の状況について問う。

⑦LED街路灯の導入にあたり平成28年
度の調査結果について問う。

⑧マンホールを角型から丸型への移行す
る計画は、どのくらいの期間を要する
のか？

衛生費・労働費
①体操事業の種類を問う。
②みんなで川へ繰り出そう事業の成果と

内容を問う。
③ヘリコプターの騒音苦情は、市にはないか？
④里帰り等妊婦健診助成金の開始時期

と目的、平成28年度の実績を問う。
⑤胃がんリスク健診の結果を問う。
⑥ふらっとエクササイズ事業経費における

親子体操の状況と保育制度について問う。

総 括 質 疑

質
疑

①平成28年度決算における諸力融合の
事業を振り返り、所見を問う。

②公契約条例検討委員会の進ちょく状況
について問う。

③主要な祭りについて何人くらいの体制
でどのような取り組みをしたのか問う。

④子どもの貧困対策を進めていくうえで、
人への投資というのはどのように予算
を確保していくのか問う。

⑤市長の言うバランスの取れた財政運営
とは何なのか問う。

⑥財政調整基金の45億円の考え方につ
いて確認。

①保険税率の改定により１人当たり
の保険税額はどのようになったか
問う。

②生計費の差し押さえは何に基づい
て行っているか問う。

③ジェネリック医薬品の普及達成率
について問う。

④国民健康保険の世代別加入者数を
問う。

①所得が低い人ほど負担が重い。滞
納者への差し押さえは生活を脅か
す（反対）。

①市立病院の形態について、公営企
業法の全部適用のメリットについて
問う。

②平成29年度全部適用に向けての思
い、心構え、決意について問う。

③非正規労働者の数について問う。
④救急車の応需率と不応需の理由に

ついて問う。

①今後、全部適用に向けて、第三者委
員会の中で患者別、疾病別の原価
計算を検討材料として協議してほし
い（賛成）。

②市民に愛される病院にするためには
どういうことが必要なのか、コンセ
プトをしっかり持つことが大事（賛成）。

③全部適用することは、経営悪化を招
きかねないため、体制を整え慎重な
対応を求める（賛成）。

①地域介護予防運動支援事業業務委
託料における介護予防教室の事業
効果を問う。

②介護認定審査会における要介護認
定までの期間、認定に要する時間が
かかる要員・改善策、認定までの暫
定措置について問う。

①介護報酬の改定や総合事業の導入、
利用者負担の引き上げの実態を把
握して、事業者・利用者の声に耳を
傾けてほしい（賛成）。

②しっかりとした介護の在り方を作っ
ていく仕組みを市民と一緒に作り、
介護職員の処遇改善を求める（賛
成）。

①豊田南地区の保留地の総面積は、
どれくらいか？

②区画整理事業の中で、公園や複合
施設をどのような手順で進めようと
考えているか？

③市施行４地区のそれぞれの事業費
ベースでの進ちょく状況を問う。

①仕切り直した方が経費削減と迅速に
事業実施できるのではないか（反対）。

②事業は身の丈に合った財源で、議会
の議決を経て進めるべき（反対）。

質疑・意見は、ありませんでした。

国民健康保険特別会計

一 般 会 計

市立病院特別会計下水道事業特別会計

質疑・意見は、ありませんでした。

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

区画整理事業特別会計
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